






 

中枢神経系の成熟度の判定及び発達障害児の早期診断の目的で私共の開発した陽性支持反

射及び立位の発達の定量的解析法により,新生児,乳児期より経時的に検査を行った。正常

新生児,乳児 140 人の中,歩行遅延は 4名に認められた。(女児 1名,男児 3名),これらの症

例について,新生児,乳児期の陽性支持反射及び立位時の足圧量及び足底を 5分割した時の

足圧分布パターンの定量的測定結果について,昨年度までの研究で既に確立された足圧の

正常発達パターン,精神発達遅延パターン,脳性麻痺パターン,Down 症パターンとの比較検

討を行った。歩行遅延児の最終診断は Shuffling baby 1 名,脳性麻痺(右痙直性片麻痺)1

名,精神発達遅延(DQ 70～75)2 名であった。 


